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会 議 要 旨 

会 議 名 令和５年度第２回子ども・子育て会議 

日   時 令和５年１０月３０日（月）午前９時００分～午前９時４５分 

場   所 東金市役所 第１委員会室 

出 席 者 委員１３名 

広瀬委員、佐久間委員、宮沢委員、髙橋委員、小川委員、渡邊委員、土肥委員、 

今野委員、萩原委員、佐伯委員、永嶋委員、小嶋委員、豊田委員 

事 務 局 【市民福祉部】 

緇莊市民福祉部長 

（こども課）石田課長、矢野副課長兼入園係長、深澤運営係長 

       吉野こども係長、小林主任主事 

（子育て支援課）矢野課長、丸山副課長兼児童家庭係長 

（健康増進課）内山母子保健係長 

【教育部】 

（学校教育課）石橋学事係長、北山学童クラブ係長 

次   第 １．開  会 

２．議  題 

 （１）第３期東金市子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査について 

３．そ の 他 

４．閉  会 

１．開  会 あいさつ（市民福祉部長） 

２．議  題 

  事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

※事務局より 

議題(1)「第３期東金市子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査につい

て」を説明。 

 資料１「第３期東金市子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査について」 

資料２「第３期東金市子ども・子育て支援事業計画ニーズ調査の内容について」  

調査票「就学前児童保護者」・「小学生児童保護者」・「２２歳～３４歳の市民」 

 

 ただいま事務局から説明のあった件につきまして、何かご意見、ご質問等ございま

したらご発言をお願いいたします。発言の際は挙手をお願いいたします。 

 

 

就学前児童保護者対象の調査票について伺います。 

問３６の給食の外部搬入に関わる設問で、関心のあることに〇ということですが、

選択肢の１～５は回答が多いと見込まれますが、６のアレルギー対応については相

対的に回答数が少なくなってしまうと思います。 

しかしながらアレルギー対応は重要なことですので、回答が少ないから重要じゃ

ないというような理解はしないでほしいです。 
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事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

今後、外部搬入を検討していくうえでそういった意見もしっかり反映していきた

いと思います。 

 

 調査票を一通り見て、新たな多様化するニーズに対応しようとすることが伺えた

のはよかったと思います。 

 以前より提言していた夜間保育のニーズについて項目に入れてもらいましたが、

ニーズがあれば対応すべきだと思いますので、まずは調査を行い明らかにしていた

だきたいと思います。 

少数意見については、その家庭について追加で個別調査を行うなど丁寧な対応が

必要であると考えます。例えば障害児保育や増えつつある外国籍の就学前児童につ

いては、統計とは別にインタビューなど個別に調査をしていくと、特殊なケースにつ

いて把握ができるので、対応をお願いしたいと思います。 

 

外国籍の就学前児童は約 4.26％いることを把握しています。 

今回の調査では外国籍の方は除外していますが、公立施設に在籍していることは

把握しているため、障害児も含め個別の調査を実施できるか検討したいと思います。 

 

 市の中心部に位置する保育施設や令和６年４月に開園する東金国際こども園に

て、外国籍の児童や障害児等を集約して預かることも考えられます。今後の計画にと

って必要な調査だと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

本学には外国語の専門家もいますので、調査をする場合にはお申し出頂ければと

思います。 

他にご意見・ご質問等ありませんでしょうか。 

 

２２歳～３４歳の市民対象の調査ですが、対象は全件でなく抽選でしょうか。 

また、子どもがいない家庭ということで回答率が低くならないか心配ですがいか

がでしょうか。 

 

東金市内の全８地区から定数で抽出し、残りをランダムで抽出します。 

回収率ですが、前回調査は２２歳～２９歳までを対象として、回収率は 13.7％と

確かに低い数字でした。今回の調査では２２歳～３４歳まで区分を広げるため回収

率は増加することを見込んでいます。 

 

１月に調査結果の分析を行うとありますが、具体的にどういったことを行うのか

お伺いしてよろしいでしょうか。 

 

単純な調査結果の他にクロス集計等を行うことで、より詳細な調査結果をご報告
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委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

できる予定です。 

また、前回調査では自由意見を５００件以上いただいています。今回も自由意見を

いただく設問がありますので、意見をグループ分け等して今後の施策に活かしてい

きたいと考えています。 

また、在住地区も伺っていますので、例えば幼稚園利用の希望者数等も地区別に示

すことが可能です。 

 

自由意見の保護者の考え方などはどのように反映していくのかも、もう少し詳し

く教えてください。 

 

自由意見については、内容を精査した上で分類分けを行います。例として、前回調

査をみると、土曜日保育や幼稚園の預かり保育の充実等の要望がありました。現場の

体制や市を取り巻く状況等を考慮しながら、計画に盛り込んでいきたいと考えてい

ます。 

 

計画に盛り込んでいくというのは、事務局の中だけで考えていくのでしょうか。 

 

計画の策定については、この子ども・子育て会議において審議をしていきます。 

また、パブリックコメントの実施も予定していますので、そこでの意見を取り入れ

ながら、委員の皆様と内容の審議を重ねていきたいと考えています。 

 

令和６年４月に移行するときがね幼稚園のこども園化においても、前回の調査結

果はかなり参考にさせていただき、とても貴重なデータだと認識しています。苦労す

ることもあるかもしれませんが、３期計画の策定に邁進していただければと思いま

す。 

 

小学生の保護者は６００件とありますが、小学校の低学年と高学年の児童をもつ

保護者では、それぞれ抱える悩み事やニーズが異なると思われます。６００件は少な

いようにも思えますが、その内訳や根拠はどのようになるのか伺いたいです。 

 

計画の事業のうち学童クラブに関するニーズ調査を行うものであるため、小学校

低学年の保護者に限定しています。件数については母数となる小学生１～３年生の

人口が約１，２００人ですので、６００件で有効な回答を得られると考えています。 

また、１期調査、２期調査でも同じ６００件を調査件数としており、経年による変

化を把握するためにもこの数字を設定しています。 

 

知り合いで子どもを学童に入れたが、馴染めずに親が仕事を辞めることになった

という話を聞きました。仕事の関係上、保護者と関わることが多く、就学前から小学
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事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

1年生の壁というものがあると実感しています。 

今回の小学生の保護者向けの調査票では、仕事と子育ての両立支援の項目が設定

されていませんが、なにか保護者の就労の支援につながるようなことはできないか、

働きたいけど働けないというような保護者の潜在的なニーズを図るようなことがで

きないか、次回調査でも結構ですので検討いただければと思います。 

 

委員のおっしゃるように、小学生の保護者対象の調査票では仕事と子育ての両立

支援の項目が設定されていないため、検討の上、可能であれば設問を追加したいと思

います。 

 

最近、年度途中でも一時預かり事業を利用したいという保護者の相談が増えてい

ます。話を聞くと一時預かり事業を実施している園がとても少ないとの声も上がっ

ているため、一時預かり事業を実施している保育園がどれだけあるのか伺いたいで

す。 

 

東金市内での実施状況としては、ユニヴァーサル雙葉学園、八坂台はぐくみの森保

育園、わくわく保育園東金園で通園児以外も利用できる一般型、小規模保育事業所で

は、０～２歳児を対象として定員に達していない施設で行う余裕活用型を実施して

います。また、来年度からは東金国際こども園、幼保連携型認定こども園ときがね幼

稚園でも新たに一時預かり事業を実施する予定ですので、拡大するニーズに対応し

ていけると考えています。 

 

一時預かり事業の市内の実施施設について記載をしていなかったため、今回のア

ンケート調査では、市民のニーズを図ることに加え、市が取り組んでいる事業やサー

ビスを周知することも目的としていることから、調査票の２ページに一時預かり事

業について追加させていただきます。修正した調査票につきましては、後日会議の要

旨と併せて送付させていただきます。 

 

わくわく保育園について要望ですが、わくわく保育園は国道に面している保育園

であり、車通りが多いのにも関わらず、安全柵が無い状態です。可能であれば安全柵

の設置をご検討いただきたいです。 

 

施設を整備するにあたって、千葉県の認可を受ける必要があるのですが、その際に

隣接する道路や公園、住宅街の状況により安全面に配慮した施設整備で認可を受け

ているため、追加での安全対策を市では対応できません。他の私立保育施設では、そ

れぞれの保育施設の環境に合わせた安全対策を実施しています。 

 

施設内のことだけでなく、道路設備の安全性について、別途東金市の方でも配慮す
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事務局 

 

 

会長 

るべきだと思います。関係部署と連携して対応していただきたいです。 

 

道路管理者等と協議し、対応できるか否かを判断した上で、わくわく保育園の方々

と解決に向けて取り組みたいと思いますので、一度内部で確認させていただきます。 

 

他にご意見等ありませんでしょうか。 

《他に意見なし》 

それでは、次に進みたいと思います。 

３．そ の 他 

事務局 

 

 

 

 

会長 

今後のスケジュールですが、調査票については、１１月末の発送と年内の回収を予

定しており、あまり猶予もないため、最終的な調査票の内容の決定については事務局

に一任させていただければと思います。 

また、次回の会議については開催の如何も含めて後日改めてご連絡させていただ

きます。 

 

その他に包括的なご意見・ご質問等ありませんでしょうか。 

《他に意見なし》 

質問がなければこれで以上となります。 

４．閉  会 以上で本日の会議は終了とさせていただきます。 

お疲れ様でございました。 

 


